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研究目的 

 本プロジェクトは図書館情報メディア学の基盤となる図書館情報専門職に関わる研究・教育に

資する「21 世紀図書館情報専門職養成研究基盤アーカイブ」を最先端のアーカイブ技術を導入し

構築するための予備的研究として、本研究科の前身校（文部省図書館員教習所、帝国図書館附属

図書館職員養成所、図書館短期大学、図書館情報大学）の関係資料を総合的に解明することを目

的とする。 

研究成果  

本プロジェクトでは以下のテーマについて研究を行った。 

（1）対象資料の内容的検討（所蔵文献資料・実物資料の精査と電子化のための選別作業および資料の

整理） 

（2）アーカイブのデザイン設計の検討（現物の整理・展示およびデジタルデータ組織化・一部のサン

プル資料の電子化・多言語インタフェースの設計） 

（3）対象資料の内容分析・調査研究および図書館情報学研究におけるアーカイブ活用可能性の検討（図

書館職養成史に関わる先行研究において使われた資料群の同定と、本アーカイブ資料の内容の照合） 

（4）図書館情報学教育における本アーカイブ活用可能性の検討（すでに完成し情報メディアユニオン

一階において一般公開され教育的活用が進められている「メディア史に関わる常設展示コレクション」

への現物資料の編入。図書館史関係教育コンテンツの再検討） 

 図書館史研究チームとデジタルアーカイブチームの 2 つのグループに分かれて、上記のテーマに関

わる研究を遂行することにより「21 世紀図書館情報専門職養成研究基盤アーカイブ」構築に必要な

予備的研究を終了した。 
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